
『4月1日は中井誕生100周年』�
新たな中井100年の幕開けです!!
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（写真／平成19年4月5日  中村小学校入学式の朝）�
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本
町
に
と
り
ま
し
て
、
平
成
20
年
度
は
、
中
村
・
井
ノ
口
村
が

合
併
し
、
現
在
の
町
名
で
あ
る
「
中
井
」
が
誕
生
し
て
、
1
0
0

周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。
申
し
上
げ
る
ま
で

も
な
く
、
町
の
発
展
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
に
よ
り
築
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、「
水
」
と
「
緑
」
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
自
然

環
境
は
、
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き

た
「
1
0
0
年
」
の
重
み
に
感
謝
と
敬
意
の
念
を
抱
く
と
と
も

に
、
こ
の
節
目
の
年
を
契
機
に
、
未
来
へ
向
け
た
新
た
な
飛
躍
の

年
と
し
て
、
次
の
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
「
共
生
・
安

心
・
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
心
新
た
な
誓
い
を
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
町
の
歴
史
の
節
目
の
時
に
、
町
政
に

携
わ
る
こ
と
の
、
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、
私

の
基
本
姿
勢
で
あ
る
、
町
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
人

づ
く
り
・
道
標
づ
く
り
・
魅
力
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、
今
後
も

よ
り
一
層
、
知
恵
を
絞
り
、
情
熱
を
持
っ
て
更
な
る
発
展
を
期
す

る
た
め
、
町
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
�

　
ご
承
知
の
よ
う
に
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
急
速
に
進
行
す
る

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
な
ど
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
今

日
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
市
町
村
の
役
割
は
、
地
方
分
権
時
代

に
お
い
て
、
よ
り
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
災
害

へ
の
備
え
や
食
の
安
全
確
保
、
そ
し
て
将
来
を
見
つ
め
た
市
町
村

合
併
の
論
議
の
高
ま
り
な
ど
行
政
課
題
へ
の
認
識
を
深
め
、
安
全
・

安
心
な
生
活
の
維
持
と
住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
視
点
で
、
自
ら

の
責
任
と
決
定
に
よ
り
将
来
に
わ
た
っ
て
自
立
し
た
行
政
運
営
を

推
進
し
て
い
く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
�

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
度
を
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ

新
た
な
飛
躍
の
年
」
と
し
て
、
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

効
率
か
つ
迅
速
化
を
目
指
す
新
た
な
組
織
機
構
に
よ
り
、
住
民
生

活
に
密
着
し
た
事
業
展
開
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
格
段
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
�

施
政
方
針
�

中
井
町
長
�

尾
上
信
一
�

　平成20年度の一般会計、特別会計、企業会計を合わせた予算総額は、69億
3,518万円で、前年度に対して6.9％の減となっています。限られた財源を効
果的、効率的に活用するため、安全で安心して暮らせる生活基盤に着眼し、「選
択と重点化」を見極めた予算編成を行いました。�

▲「中井さくらまつり」「ラジオ体操」ほか、�
　記念イベントを開催�

（新年度予算がスタート！）�

＜会計別予算額＞�

△2.9％�

10.1％�

△91.5％�

4.3％�

皆増�

△0.5％�

0.5％�

△6.9

40億2,600万円�

10億9,954万円�

5,578万円�

5億5,920万円�

8,404万円�

6億6,278万円�

4億4,784万円�

69億3,518万円�

41億4,600万円�

9億9,903万円�

6億5,426万円�

5億3,616万円�

0�

6億6,583万円�

4億4,545万円�

74億4,673万円�

△1億2,000万円�

1億51万円�

△5億9,848万円�

2,304万円�

8,404万円�

△305万円�

239万円�

△5億1,155万円�

＊子育て支援センター開設�

＊特定健康診査・特定保健指導を実施�

＊平成20年4月より後期高齢者医療制度に移行�

＊保険給付費3.3％の増�

＊平成20年4月より後期高齢者医療制度が開始�

＊北窪地内神戸地区の整備を実施�

＊水道事業認可変更申請、老朽管の随時更新�

一 般 会 計 �

国 民 健 康 保 険 �
特 別 会 計 �

老人保健特別会計�

介護保険特別会計�

後期高齢者医療事業�
特 別 会 計 �

下水道事業特別会計�

水 道 事 業 会 計 �
（ 企 業 会 計 ） �

　 合 　 計 　 �

会　計　名� 20年度予算額� 19年度予算額� 比　較� 伸　率�町民一人ひとりが�
力を発揮するまち�

中井誕生100周年記念事業�

19,216千円�

100周年を記念して、各種の記念事
業を実施します。�

広域連携・地域間交流事業�

350千円�

周辺自治体との住民相互の交流活動
機会の拡充や公共交通の充実など行
政の枠を超え広域的に取り組みます。�

戸籍の電算化事業�

8,000千円�

平成２０年度・２１年度の２ヵ年で戸籍
の電算化事業を実施します。�
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安心して暮らせるまち�

井ノ口保育園園舎内に、子
育て支援センターを開設し、
育児相談や子育てに関する
情報提供など、子育て家庭に
対する育児支援を行います。�

子育て支援センター事業�

5,670千円�

子育て家庭への経済的負担
の軽減を図るため、小学校
６年終了時まで、医療費を
助成します。�

小児医療費助成事業�

31,338千円�

誰もが安心で充実した生活
が送れる地域社会の実現に
向け、地域福祉計画等の策
定を行います。�

地域福祉計画等策定事業�

10,042千円�

耐震診断費用に加え、新た
に既存木造住宅の耐震改修
工事に対する補助を実施し
ます。�

木造住宅耐震診断等補助事業�

3,400千円�

「人にやさしい街づくり」
として、境平沢線、五所ノ
宮幹線の歩道段差の改修等
を行います。�

歩道等安全施設整備事業�

22,000千円�

ガン検診等、町民の健康管
理支援に努めます。�

健康診査・検診の充実事業�

12,859千円�

重度障害者の方の、自動車
燃料費の一部を助成します。�

重度障害者�
自動車燃料費助成事業�

1,292千円�

環境と共生するまち�

厳島湿生公園の魅力等をさ
らに高めるため、下井ノ口
地区の散策路整備や看板、
休憩用ベンチの設置などの
整備を行います。�

厳島湿生公園周辺�
散策路整備事業�

21,000千円� 町の環境の保全・創造を総
合的・計画的に推進するた
め、「中井町環境基本計画」
を策定します。�

環境基本計画策定事業�

2,794千円�

水源エリアの山林整備を実
施し、地下水の保全を図り
ます。�

水源の森林づくり事業�

26,839千円�

環境保全意識の啓発に努め
ます。�

環境学習の充実事業�

175千円�

豊かな人間性を育むまち�

読書活動を通して、心豊か
に生きる力を育みます。�

読書活動推進事業�

1,212千円�
外国人指導助手との外国語
学習を通じて、豊かな語学
感性と国際感覚を育みます。�

外国人講師設置事業�

5,000千円�

１市３町（秦野市・中井町・
大井町・松田町）の中学生
が、船上での集団生活を通
して交流と連帯を深めます。�

中学生洋上体験交流事業�

1,120千円�

にぎわいと活力のあるまち�

地域住民の利便性の向上と住環
境の整備充実を図ります。町道
台田線・内具子線・猪分１号線
の道路改良工事を実施します。�

生活道路改良事業�

70,600千円�

農業の生産性の向上と農地の
荒廃防止、さらには農業の活
性化を図ります。�

農道整備事業�

44,612千円�

都市住民との交流や新しい文化の創造を演出する拠点
づくりに向け、史跡周辺整備等を実施します。�

ふれあいと交流の里づくり事業�

17,072千円�

荒廃農地の解消による新た
な農業振興策として、順次
栽培面積の拡大を図ります。�

お茶栽培推進事業�

2,000千円�

酪農体験、野菜の収穫体験
等を通した都市住民とのふ
れあいを実施します。�

秋の里山めぐり事業�

350千円�

・・・・・水と緑、人がきらめく　住んでみたいまち・・・・・�

主な事業と予算�

町民の皆様の生命財産を守
るため、防災体制の充実に
努めます。�

地震対策支援事業�

26,908千円�

▲防災リーダー研修会を実施�

▲自然観察指導員養成講座�▲11月3日は中井町読書の日�

▲栽培面積の拡大が図られる茶畑�

▲整備を進める町道関山線周辺�▲改良工事を実施する町道内具子線�
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８億�

９億�

１０億�

１２億�

１１億�

１６年度� １７年度� １８年度� １９年度� ２０年度�

１１億３８４万円�

９億４,１５０万円�
９億１,４４３万円�

９億７０９万円�

８億２,４００万円�
７０億�

８０億�

１００億�

９０億�

１１０億�

１６年度� １７年度� １８年度� １９年度� ２０年度�

１０２億３８３万円�

９７億２,０３０万円�
９２億８,６６３万円�

８８億８,１７０万円�

８３億７,８１８万円�

●平成２０年度末現在高の内訳�
　中央公園建設分 １５億３,６８１万�
　その他一般事業分（保健福祉センターしらさぎほか） ７億５,７０９万�
　下水道事業分 ４６億９,４３６万�
　水道事業分 １３億８,９９２万�

●平成２０年度末現在高の内訳�
　財政調整のため ５億８,４１０万�
　公共施設建設のため １億７,８８５万�
　地域福祉のため ３,５８１万�
　その他のもの ２,５２４万�

積立金� 年度末現在高の推移�

私たちの町の貯金は？�

借入金� 年度末現在高の推移�

私たちの町の借金は？�

人件費�
９億４,１６５万円�
２３.４％�

物件費�
７億７,４３５万円�
１９.２％�

積立金�
２８２万円 ０．１％�

繰出金�
６億９,１６２万円�

１７.２％�

予備費 ５,０００万円 １.２％�

維持補修費�
９７０万円 ０.２％�

補助費等�
４億６,４８９万円�

１１.６％�

扶助費 ２億８,６２８万円 ７.１％�

普通建設事業費�
４億２８１万円　�
１０.０％　　�

公債費�
３億８,３９８万円�
９.５％�

投資・出資金・貸付金�
１,７９０万円 ０．５％�

※町の経費を、性質（人件費、物件費など）によって分類したものです。�

町民税�
１１億９,７０１万円�
３９.５％�

固定資産税�
１７億２,５６９万円�
５６.９％�

軽自動車税 １,９８８万円 ０．７％�
町たばこ税 ７,６３７万円 ２.５％�

砂利採取税 １,２８０万円 ０.４％�

個人 ６億２,６１８万円 �
法人 ５億７,０８３万円�

土地 ６億５,１２０万円 �
家屋 ７億１,０７５万円�
償却資産等 ３億６,３７４万円�

一 般 会 計 �一 般 会 計 � 予算総額�40億2,600万円�

※町の経費を、行政の目的（総務費、民生費など）に分類したものです。�

歳 入 � 分担金・負担金 ４,８１１万円 １.２％�
繰入金  ８,５９１万円 ２.１％�その他 ５,１４２万円 １.３％�

国・県支出金 ３億７６５万円 ７.７％�
使用料・手数料 ６,６１６万円 １.６％�

繰越金 １億円 ２.５％�

町税町税 ３０億３,１７５万円万円 ７５.３％�
各種交付金各種交付金�
３億３,５００万円万円�
８.３％�

町税 ３０億３,１７５万円 ７５.３％�
各種交付金�
３億３,５００万円�
８.３％�

歳 出 �
議会費 ９,２０９万円 ２.３％�

教育費教育費�
４億１,９１５万円万円�
１０.４％�

教育費�
４億１,９１５万円�
１０.４％�

消防費 １億９,８１９万円 ４.９％�商工費 ６,５４９万円 １.６％�

衛生費 ２億７,２５６万円 ６.８％�
農林水産業費 １億４,９３９万円 ３.７％� 予備費等 ５,０３０万円 １.３％�

公債費 ３億８,３９８万円 ９.５％�

民生費民生費 ９億３,２２６万円万円�
２３.２％�

総務費総務費�
６億７９６万円万円�
１５.１％�

土木費土木費�
８億５,４６３万円万円�
２１.２％�

民生費 ９億３,２２６万円�
２３.２％�

総務費�
６億７９６万円�
１５.１％�

土木費�
８億５,４６３万円�
２１.２％�

＜町税の内訳＞� ＜歳出の内訳（性質別）＞�
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特 別 会 計 �

企 業 会 計 �

特 別 会 計 �

企 業 会 計 �

歳
出�

介護納付金 ５,４１６万円�
その他 １億２,６７３万円�

保険給付費�
７億７,１２１万円�

後期高齢者支援金 １億２,２０１万円�
総務費 ２,５４３万円�

歳
入�

国民健康保険税�
３億５８９万円�

国・県支出金�
２億６,０５２万円�

町繰入金 １億１,７９０万円�
療養給付費交付金 １億２,７０９万円�

前期高齢者交付金 １億９,５６５万円� その他 ９,２４９万円�

歳
出�

歳
入�

介護保険料�
１億６８３万円�

保険給付費�
４億９,１３５万円�

支払基金交付金�
１億５,３７６万円�

国・県支出金�
１億７,８４４万円�

町繰入金�
１億１,３８３万円�

その他 ６３４万円�

地域支援事業費 １,３３１万円�

その他 ４４４万円�

総務費 ５,０１０万円�

歳
出�

歳
入�

支払基金交付金�
２,８２８万円�

国・県支出金�
２,２５０万円�

町繰入金 ５００万円�

医療諸費�
５,５２９万円�

その他 ４９万円�

歳
出�

歳
入�

後期高齢者医療保険料�
６,６４４万円�

町繰入金�
１,７５９万円�

その他 １万円�

広域連合納付金�
７,９１２万円�

その他 ２９万円�

総務費 ４６３万円�

歳
出�

歳
入�

下水道整備費�
２億６７０万円�

公債費�
３億６,６３０万円�

町繰入金�
４億２,０００万円�

その他 １,５１１万円�負担金・使用料 ８,９２６万円�
国・県支出金 ５,３５１万円� 町債 ８,４９０万円�

総務費 ８,４７８万円�

その他 ５００万円�

収 益 的 収 入 �

営 業 収 益 �

営業外収益�

２億８,１５５万円�

６５５万円�

資 本 的 収 入 �

負 担 金 �

他会計補助金�

企 業 債 �

３,０００万円�

８００万円�

２,０００万円�

収 益 的 支 出 �

営 業 費 用 �

営業外費用�

予 備 費 �

１億９,５９４万円�

７,９７１万円�

３００万円�

資 本 的 支 出 �

建設改良費�

償 還 金 �

予 備 費 �

７,６０３万円�

９,０１６万円�

３００万円�問合せ　　企画課　財政班　　（８１）１１１２�

　皆様のご家庭に水道水を届けたり、配水管や施設の建設、改
良に必要な費用は水道料金によって賄われています。�
　近年の水需要は、節水機器の普及等により減少傾向にありま
す。しかし、安定給水を確保するためには、老朽施設の更新や
災害対策などの事業を推進する必要がありますので、経営の効
率化に努めながら、施設の整備、更新をしてまいります。�

　町には、一般会計と区分して特定の目的のために設けられ
た特別会計と水道事業のための企業会計があります。�

　加入者の収入などにより保険税を出し合い、病気やけがを
したときの医療費をはじめ、出産一時金や葬祭費等の費用を
一部負担します。高齢化社会の影響等、医療費は年々増え続
けており保険給付費全体で、18.7％の増を見込んでいます。
また、40～74歳までの国保加入者の方に対して、特定健診・
特定保健指導を実施し、病気予防や改善に努めます。�

国民健康保険特別会計�
予算総額 10億9,954万円�

　65歳以上の第1号被保険者及び40歳以上65歳未満の第2号被
保険者の方で介護や支援が必要と認定された方が利用した介
護サービスに対し保険給付する事業です。高齢者の方が住み
慣れた地域において、安全で安心した生活が送れるよう「介
護予防を重視」した地域支援事業の充実を図ります。歳出の
保険給付費は、介護老人保健施設などの施設サービスが増え
ていることなどから、前年度より、3.3％の増を見込んでいます。�

介護保険特別会計�
予算総額 5億5,920万円�

　平成20年4月より後期高齢者医療制度に移行することに伴い、
医療給付費については、平成20年3月診療支払分及び月遅れ支
払等を見込み、前年度対比91.5％減で計上しました。�

老人保健特別会計�
予算総額 5,578万円�

　75歳以上の方は、今まで国民健康保険や健康保険組合など
の医療保険に加入しながら「老人保健制度」で医療を受けて
いましたが、平成20年4月からは、新たに独立した医療制度と
なる「後期高齢者医療制度」へ移行して医療を受けることに
なります。�

後期高齢者医療事業特別会計�
予算総額 8,404万円�

　下水道事業は、快適で衛生的な生活環境づくりと下水道の
持つ役割を重視しながら面整備を進めています。20年度は、
北窪地内神戸地区の枝線工事を重点に面整備を進めます。�

下水道事業特別会計�
予算総額 6億6,278万円�

水道事業会計�
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補
助
対
象
建
築
物
�

�次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
る
も
の
�

�①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
確
認
通

　
知
書
等
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た
一
戸
建
住

　
宅
（
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
建
築
確

　
認
通
知
書
等
を
受
け
て
増
・
改
築
さ
れ
た

　
も
の
を
除
く
）
�

②
地
上
の
階
数
が
２
以
下
の
木
造
建
築
物
で
、

　
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
も
の

　（
枠
組
壁
工
法
ま
た
は
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の

　
も
の
を
除
く
）
�

③
耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
1.0
未
満

　
と
診
断
さ
れ
た
木
造
建
築
物
�
�

④
町
民
自
ら
が
町
内
に
所
有
し
、
居
住
し
て

　
い
る
も
の
�

　
こ
れ
ま
で
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
に
加
え
、
耐
震
改
修

工
事
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
�

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
無
い
と
診
断
さ
れ
た
建
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
補
助
の
対
象
と
な
る
建

築
物
、
工
事
内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

　
補
助
金
額
�

�耐
震
改
修
工
事
等
に
要
し
た
�

経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）
�

�＊
補
助
金
の
対
象
経
費
に
は
、
耐
震
改
修
工

　
事
に
要
し
た
費
用
の
ほ
か
、
耐
震
改
修
工

　
事
後
を
想
定
し
た
耐
震
診
断
、
工
事
設
計
、

　
工
事
積
算
、
工
事
監
理
、
そ
の
他
耐
震
改

　
修
に
要
し
た
経
費
が
含
ま
れ
ま
す
。
�

　
耐
震
改
修
工
事
と
は
�

��　
基
礎
、
柱
、
梁
、
筋
か
い
、
耐
力
壁
の
補

強
、
軽
量
化
の
為
の
屋
根
の
葺
き
替
え
等
の

耐
震
補
強
工
事
の
こ
と
で
、
耐
震
診
断
の
結

果
、
総
合
評
点
が
1.0
未
満
の
居
住
用
木
造
建

築
物
に
お
い
て
、
改
修
工
事
後
の
耐
震
診
断

の
結
果
、
総
合
評
点
が
1.0
以
上
と
な
る
工
事

を
言
い
ま
す
。
�

＊
リ
フ
ォ
ー
ム
や
増
築
工
事
は
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん
。
�

����■
所
得
税
特
別
控
除
�

　
平
成
20
年
12
月
31
日
ま
で
に
耐
震
改
修
し

　
た
場
合
、
所
得
税
額
か
ら
耐
震
改
修
に
要

　
し
た
費
用
の
10
％
に
相
当
す
る
額
を
控
除

　
（
上
限
20
万
円
）
�

�■
固
定
資
産
税
額
の
軽
減
措
置
�

　
耐
震
改
修
費
用
が
30
万
円
以
上
の
場
合
、

　
固
定
資
産
税
額
を
２
分
の
1
に
減
額
�

　
（
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
）
�
�

�﹇
軽
減
措
置
期
間
﹈
�

�①
平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
に
�

　
改
修
し
た
と
き
�

　
↓
翌
年
度
か
ら
３
年
間
�

②
平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で
に
�

　
改
修
し
た
と
き
�

　
↓
翌
年
度
か
ら
２
年
間
�

③
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
�

　
改
修
し
た
と
き
�

　
↓
翌
年
度
か
ら
１
年
間
�

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
�

し
た
場
合
の
税
控
除
等

し
た
場
合
の
税
控
除
等
�

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
�

し
た
場
合
の
税
控
除
等

し
た
場
合
の
税
控
除
等
�

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
を
�

し
た
場
合
の
税
控
除
等

し
た
場
合
の
税
控
除
等
�

トピックス
�

地
震
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て�

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
等
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す�

平
成
２０
年
4
月
か
ら�

合
板
�

間柱�

胴縁�

筋
か
い
�

（補強工事例）�
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耐
震
改
修
工
事
等
補
助
金
交
付
事
業
の
創

設
に
併
せ
て
、
中
井
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断

費
補
助
金
交
付
要
綱
を
改
正
し
ま
し
た
。
�

　
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

◆
補
助
金
額
�

　
必
要
経
費
の
３
分
の
２
（
上
限
２
万
円
）
�

　
↓
同
（
上
限
４
万
円
）
�

◆
耐
震
診
断
の
方
法
�

　「
簡
易
診
断
」
↓
「
一
般
診
断
」
�

◆
補
助
対
象
建
築
物
等
�

　
従
前
の
と
お
り
（
耐
震
改
修
補
助
の
対
象

　
建
築
物
の
要
件
①
、②
、④
と
同
様
で
す
。）�

����　
　
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
は
�

　
　
ど
の
位
か
か
る
の
？
�

�　
　
工
事
内
容
に
よ
り
金
額
は
異
な
る
よ
う

　
　
で
す
が
、
日
本
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事

業
者
協
同
組
合
（
以
下
、「
木
耐
協
」
と
い
う
。）

発
表
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
平
均
施
工
単
価
は

約
１
２
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
金

額
の
分
布
で
は
50
万
円
以
上
１
５
０
万
円
未

満
が
全
体
の
約
57
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
�
�

�※
木
耐
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

　http://w
w
w
.m
okutaikyo.com

/

�

��　
　
耐
震
改
修
工
事
等
は
�

　
　
誰
に
頼
め
ば
い
い
の
？
�

�　
　
町
の
補
助
金
交
付
要
綱
で
は
、
耐
震
改

　
　
修
工
事
の
実
施
設
計
等
に
建
築
士
法
に

基
づ
く
建
築
士
か
つ
神
奈
川
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
実
務
講
習
（
技
術
者
向
け
）
を
修
了

さ
れ
た
方
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
前
相
談
の

と
き
に
要
件
を
満
た
す
近
隣
の
方
を
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。（
お
知
り
合
い
の
方
で
、
要

件
を
満
た
す
方
に
依
頼
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。）�

問合せ�

ま
ち
整
備
課
　
管
理
計
画
班�

　
　
　
（
８
１
）
３
９
０
１�

Q&A
Ｑ
�

Ａ
�

Ｑ
�

Ａ
�

耐
震
診
断
費
補
助
金
�

　
交
付
要
綱
を
改
正
し
ま
し
た
�

　
耐
震
改
修
工
事
等
補
助
金
ま
た
は
耐
震
診

断
費
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

施
工
業
者
と
契
約
を
結
ぶ
前
に
、
必
ず
左
記

の
問
合
せ
先
ま
で
事
前
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
。
�

ま
ず
は
�

　
町
に
ご
相
談
を
！！
�

※あらかじめ、耐震診断を行う必要があります。　　　　　（凡例）○申請者→町、□町→申請者、△申請者と工事関係者�

５．中間検査（□）�

・耐震診断工事が補強に係る金物、筋かい等

　の施工後、視認可能な時点で町職員が現地

　立会い検査を行います。�

６．工事完了（△）�

・交付決定の日以降、２月末までに工事を完

　了してください。�

７．完了報告（○）�

・工事の各行程の写真、工事に係る領収書の

　写しを添えて報告していただきます。�

８．補助金額確定通知（□）�

・工事完了報告の内容を確認し、補助金額を

　確定して通知します。�

９．補助金請求（○）�

・補助金額確定通知を受領後、請求書を提出

　していただきます。�

10．補助金交付（□）�

・指定の方法により補助金を交付します。�

１．事前相談（○）�

・建物が補助対象となるか確認します。�

・耐震診断結果、建築年度を証明する書類（建

　築確認通知書、名寄帳（土地・家屋）、建築

　登記事項を持参してください。�

・補助対象となる見込みがある場合、近隣の

　建築士かつ神奈川県木造住宅耐震診断実務

　講習（技術者向け）を修了された方をご案

　内します。�

２．補助金交付申請（○）�

・耐震改修工事をする前に必要書類をそろえ

　て、町に補助金交付申請をしてください。�

３．補助金交付決定通知（□）�

・申請内容を確認し、補助金の交付に係る決

　定（交付・不交付）を通知します。�

４．耐震改修工事実施（△）�

・補助金の交付が決定した場合、交付決定の

　日以降、工事を実施してください。�

手 続 の 流 れ �
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井
ノ
口
保
育
園
で
は
、
平
成
20
年
４
月

１
日
よ
り
子
育
て
支
援
の
推
進
を
目
的
に
、

次
の
と
お
り
一
時
保
育
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。�

　
一
時
保
育
と
は
、
保
護
者
の
方
が
入
院
・

通
院
、
出
産
や
社
会
奉
仕
活
動
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
一
時
的
に
家
庭

で
の
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
や
、

保
護
者
の
方
の
育
児
に
よ
る
心
理
的
お
よ

び
肉
体
的
負
担
の
解
消
の
手
助
け
と
し
て
、

お
子
様
を
一
時
的
に
保
育
園
で
お
預
か
り

す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
制
度
で
す
。
�

　
４
月
１
日
よ
り
、
井
ノ
口
保
育
園
を
井
ノ
口
幼
稚

園
隣
接
地
へ
移
転
し
ま
し
た
。
同
園
は
、
昭
和
29
年

よ
り
約
50
年
間
、
蓑
笠
神
社
敷
地
内
で
保
育
活
動
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
園
舎
の
老
朽
化
や
立
地
条

件
な
ど
を
考
慮
し
、
今
後
の
町
の
子
育
て
支
援
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
築
移
転
し
ま
し
た
。
�

応
募
期
限
　
４
月
30
日
（
水
）
�

応
募
方
法
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
�

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

健
康
課
窓
口
）
に
用
意
し
て
あ

る
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
、
応

募
箱
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
�

問合せ�

■
子
育
て
健
康
課
　
子
育
て
支
援
班�

　
　
　
　
　
　（
８
１
）５
５
４
６
�

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　（
８
１
）３
３
６
５
�

　
新
築
移
転
し
た
井
ノ
口
保
育
園
内
に
、
4

月
1
日
よ
り
中
井
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。
�

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
で
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
「
ひ
ろ
ば
」
の
運
営
、
子

育
て
の
不
安
や
悩
み
に
対
す
る
相
談
・
ア
ド

バ
イ
ス
、
子
育
て
情
報
の
提
供
な
ど
の
事
業

を
行
い
ま
す
。
�

　
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
保
護
者
の
仲
間
づ

く
り
の
場
と
し

て
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
�

　
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
常

駐
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
�

���　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
是
非
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
そ
の
場

の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
愛

称
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
�

　
な
お
、
愛
称
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
�

　
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
�

平成20年 4月 1日�

中井町井ノ口1996－1�

（井ノ口保育園内）�

※駐車場あり�

月曜日～金曜日（土、日、�

祝日、年末年始はお休み）�

9：30～15：00�

9：00～16：00�

　（81）3365�
無料�

開 設 日 �

場 所 �

�

�

開 所 日 �

�

利用時間�

電話相談�

�

利 用 料 �

井ノ口保育園内�

「一時保育室」�

満１歳～小学校就学前�

月曜日～金曜日（土、日、祝日、

年末年始はお休み）�

8:30～17:00��

3歳未満：1時間当たり600円�

3歳以上：1時間当たり500円�

利用希望日の1か月前から

前日の正午までに、井ノ口

保育園　（81）1128へ。�

※受付時間は9：00～17：00�

※事前面接あり�

実施場所�

�

対象年齢�

実 施 日 �

�

保育時間�

利用料金�

�

申込方法�

新園舎概要�
○鉄筋コンクリート2階建て�
○冷暖房完備�
○一時保育室設置�
○子育て支援センター併設�
○児童受け入れ定員60名�
中井町井ノ口1996－1�

　（81）1128

★
一
時
保
育
を
開
始
し
ま
し
た�

★
「
愛
称
」
を
募
集
し
ま
す�

井
ノ
口
保
育
園
を
移
転�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
�
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町
内
の
ご
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
『
カ
ン
』『
ビ
ン
』
は
、
す
べ
て
足
柄
東
部
清

掃
組
合
に
集
め
ら
れ
ま
す
。『
カ
ン
』『
ビ
ン
』
の
出
し
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー
ル

が
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
「
足
柄
東
部
清
掃
組
合
の
施
設
へ

の
搬
入
が
で
き
な
い
」「
収
集
作
業
を
午
前
中
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
な

ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
収
集
作
業
が
行
え
な
く
な
り
ま
す
。
�

　『
カ
ン
』『
ビ
ン
』
の
出
し
方
を
も
う
一
度
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
収
集
作
業
の

効
率
化
の
た
め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

問
合
せ
　
　
環
境
経
済
課
　
環
境
班
　
　（
８
１
）１
１
１
５
�

①
出
す
前
に
�

・
中
身
を
出
し
、
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。
�
�

・『
カ
ン
』
の
収
集
日
に
出
せ
る
の
は
20
㎝
ま

　
で
の
大
き
さ
で
す
。
そ
れ
以
上
の
大
き
さ

　
の
も
の
は
、『
不
燃
物
』
と
し
て
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
�

・
針
金
や
く
ぎ
は
、『
不
燃
物
』
と
し
て
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
�

・
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

　
必
ず
穴
を
あ
け
て
ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ

　
い
。
爆
発
・
火
災
の
原
因
と
な
り
、
作
業

　
員
が
危
険
で
す
。
�

�②
出
す
時
は
�

・
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
時
は
、
必
ず
袋
か
ら

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

・
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル
缶
は
選
別
す
る
設
備

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
分
け
る
必
要
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
�

■『
カ
ン
』の
出
し
方
�

①
出
す
前
に
�

・
中
身
を
出
し
、
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。
�

・
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。（
キ
ャ

　
ッ
プ
は
、
材
質
に
よ
っ
て
『
カ
ン
』
や
『
そ

　
の
他
プ
ラ
』な
ど
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。）�

・
ガ
ラ
ス
板
・
セ
ト
モ
ノ
類
・
ガ
ラ
ス
製
の

　
コ
ッ
プ
な
ど
は
、『
不
燃
物
』
と
し
て
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
�

�②
出
す
時
は
�

・
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
時
は
、
必
ず
袋
か
ら

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

・
『
ビ
ン
』
は
、
茶
色
・
白
色
・
緑
色
・
黒

　
色
・
そ
の
他
の
５
つ
に
分
け
て
コ
ン
テ
ナ

　
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
透
明
の
ビ
ン
は

　
白
色
の
コ
ン
テ
ナ
へ
。）�

・『
ビ
ン
』
は
立
て
ず
に
、
寝
か
せ
て
コ
ン

　
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
�

■『
ビ
ン
』の
出
し
方
�

収
集
作
業
の
効
率
化
に
�

　
　
　
　
　
ご
協
力
を
！
�

★
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う�

ご
み
は
収
集
場
所
に
午
前
8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
！
�

①
収
集
日
以
外
に
は�

②
前
日
か
ら
は�

③
収
集
後
に
は�
ご
み
は�

出
せ
ま
せ
ん
。�

カン�
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町
で
は
、
大
切
な
資
源
で
あ
る
地
下
水
の
水
質
を
守
る
と
と
も
に
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
公
共
下
水
道
の
普
及
に
取
り
組
み
、
順
次
利
用
地
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
年
度
は
区
域
図
に
示
さ
れ
た
地
域
が
新
た
に
下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
）
と
な
り
ま
し
た
。
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
一
日
も

早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

受
益
者
と
は
�

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
は
、
汚

水
が
下
水
道
に
取
り
込
ま
れ
て
生
活
環
境
が

良
く
な
る
と
と
も
に
土
地
の
利
用
価
値
が
高

ま
り
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
権
利
者

は
下
水
道
整
備
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
受
益
者
と
呼
ば
れ
ま
す
。
�

�受
益
者
負
担
金
と
は
�

　
下
水
道
は
道
路
や
公
園
と
違
い
、
整
備
さ

れ
た
区
域
内
の
方
し
か
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
建
設
費
を
公
費
だ

け
で
負
担
す
る
と
、
未
整
備
の
区
域
内
の
方

と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
受
益
者
に
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
の
整
備
を
促
進

し
よ
う
と
す
る
制
度
が
、「
受
益
者
負
担
金
制

度
」
と
い
い
ま
す
。
な
お
、
納
め
て
い
た
だ

く
受
益
者
負
担
金
は
、
対
象
と
な
る
土
地
に

つ
い
て
一
度
限
り
と
な
り
ま
す
。
�

負
担
金
を
納
付
す
る
方
は
�

　
今
年
度
対
象
と
な
る
の
は
、
４
月
か
ら
供

用
開
始
と
な
っ
た
区
域
内
（
区
域
図
参
照
）

の
土
地
所
有
者
で
す
。
対
象
者
に
は
、
４
月

上
旬
に
町
よ
り
「
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告

書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認

の
う
え
期
限
内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
土
地

に
地
上
権
や
借
地
権
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
権

利
者
が
受
益
者
と
な
る
場
合
に
は
、
所
有
者

と
権
利
者
そ
れ
ぞ
れ
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付
は
６
月
か
ら

と
な
り
ま
す
。
�

〜
美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
〜

〜
美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
〜�

〜
美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
〜

〜
美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
〜�

〜
美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
〜�

公
共
下
水
道

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！�

公
共
下
水
道

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！�

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！�

■
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す�

��

��

��

��

受益者負担金は�
415円／1㎡�

問
合
せ
　
　
上
下
水
道
課
　
業
務
班
　
　（
８
１
）３
９
０
３�

平成20年4月1日供用開始区域図�

宮向・北窪地区�

二
宮�

供用開始区域�

秦
野
�

秦
野
�

宮原地区�




